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４月１０日（木）新入生へのＳＳＨ説明会を実施しました！  

 はじめに、ＳＳＨ主任の川野先生から本校ＳＳＨの柱であ
る「鹿本STEAM」「クロスカリキュラム」「YSP（山鹿サイエ
ンスプログラム）」について説明があり、多角的な視点と知
的好奇心でさまざまなことを関連付けて考える力（LINKED）
の育成を目指してほしいとお話がありました。  

 ５月１４日（水）ＳＳＨ指定校の先輩校である宇土高校のスーパーティーチャー３名をお招きし、「ＳＳ
Ｈと授業をリンクする:『問い』を導く「授業」と「探究」をどう創るか」というテーマで職員研修を実施し
ました。 

 本校のＳＳＨをより発展させるため、そして今年度の本校のテーマである「学びを深める自分だけの『問
い』を持つ」を実現させるための非常に充実した研修となりました。 

 研修では、まず宇土高校の取組の説明を聞き、その特色に学びつつ、本校の現状を踏まえ課題を再認識す
ることができました。 

 続けてワークショップでは、教科ごとにこれまでの授業を振り返りつつ生徒が「問い」を創るための授業
について熱く議論しました。どの教科でも様々な意見が飛び交っていました。  

 その後、昨年度に東京大学研修に参加した２グループによ
る研修報告が行われ、先端技術研究の様子や研修に参加した
ことで進路意識がどのように変わったか発表がありました。 

   最後に、川野先生から、日本の現状を踏まえ、本校SSH
の取組の意義と責任についてお話があり、「持続可能な社会
の実現を目指すイノベーション人材」になってほしいと激励
のお言葉をいただきました。 

 新入生のみなさん、 

    日本の未来を担うのは君だ！！  

～『問い』を導く「授業」と「探究」をどう創るか ～ 


